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平成 17年 11月 18日 
各   位 

会 社 名 ラ オ ッ ク ス 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長 本多  利範 

                       （コード番号 8202 東証第 2部） 
問合せ先 執行役員 広報 IR室長 山下 巌 

                                （TEL 03-5297-3841） 
 

「固定資産の減損に係る会計基準」の適用に伴う特別損失等の計上 
及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 当社は、「固定資産の減損に係る会計基準」を平成 18年 3月期中間決算より適用することに伴い、特別
損失を計上すること、及び最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17年 5月 27日の決算発表時に公表した業
績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．「固定資産の減損に係る会計基準」の適用に伴う特別損失等の計上 
 
  「固定資産の減損に係る会計基準」を平成 18年 3月期中間決算より適用することに伴い、当社が所
有する固定資産の一部について当連結中間期において固定資産の減損損失 9,471百万円（個別において
は、7,991百万円）を特別損失に計上いたします。その他の主な特別損失としては、連結では固定資産
除却損 85 百万円、個別では、固定資産除売却損 80 百万円及び貸倒引当金繰入額 434 百万円がありま
す。 

 なお、主な特別利益としては、連結では固定資産売却益 85 百万円、個別では、関係会社損失引当金戻
入額が 173百万円及び固定資産売却益 78百万円となっております。 

 
２．平成 18年 3月中間期業績予想の修正 
 
（１）連結中間業績予想数値の修正（平成 17年 4月１日～平成 17年 9月 30日） 
                                         （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 60,300 500 △4,000 

今回修正予想（Ｂ）         54,199        △113 △9,625 

増減額（Ｂ－Ａ） △6,101 △613 △5,625 

増減率（％） △10.1    －      － 

（ご参考）前期実績（平成 16年 9月期） 64,521 △553 △663 
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（２）個別中間業績予想数値の修正（平成 17年 4月１日～平成 17年 9月 30日） 
                                         （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 57,600 400 △3,000 

今回修正予想（Ｂ）        51,656 125 △8,211 

増減額（Ｂ－Ａ） △5,944 △275 △5,211 

増減率（％） △10.3    △68.7   －    

（ご参考）前期実績（平成 16年 9月期） 59,025 △121 △670 

 
３． 修正理由 
（１） 連結業績予想の修正 
  当中間期の売上に関しましては、ゲーム機関連商品やデジタル携帯オーディオが大幅に実績を伸ばし

たものの、昨年のアテネオリンピック特需によるカラーテレビやＤＶＤレコーダーの反動減、また昨年

の猛暑効果によるエアコン急伸の反動減などの影響を受け、目標の数値に届かないことが予定されます。 
その結果、経費の圧縮目標は予算通りに着地できたものの、利益面でも当初の目標を下回る見込みで

す。 
  また、当期純利益予想の大幅な修正につきましては、当初見込みよりも減損会計対象店舗が追加され、

減損損失（特別損失）額が増加したためであります。 
  なお、通期（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日）の連結並びに単体業績予想につきましては、
現在集計中であり、平成 17年 11月 25日に予定しております中間決算発表時に公表する予定です。 

   
 

 
（２） 個別業績予想の修正 
  連結業績予想と同様の理由によるものであります。 
 
（注）今回の予想は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終

の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

以上 


